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株式会社アドバンスト・メディア 

【AIエージェントの利用と人との協働に関する調査（国内）第二弾】 

株式会社アドバンスト・メディア（本社：東京都豊島区、代表取締役会長兼社長:鈴木清幸 以下、アド

バンスト・メディア）は、「AI エージェントの利用と人との協働に関する調査」を、20 代から 60 代の

日本国内のビジネスパーソン 1,000 名を対象に実施しました。本リリースでは、今回の調査のうち、人

と AI がそれぞれ担うべき価値と役割に関する設問についてご報告します。 

 

【調査背景】 

アドバンスト・メディアでは、「HCI（Human Communication Integration）」をビジョンとして掲げ、

人とキカイの自然なコミュニケーションを実現し、豊かな未来を創造することを目指しています。当社が

開発・提供する AI 音声認識 AmiVoice は、人と AI の協働を支える「Human Collaborative Interface」

として、重要な橋渡し役を担っています。 

近年、生成 AI の普及によって企業における AI 活用が急速に進行するとともに、より高度な自動化や意

思決定支援を担う AI エージェントが注目されています。一方で、AI の能力が向上するにつれて、どこま

でを AI に任せるべきか、どの領域は人が担うべきなのか、といった人と AI の役割分担に関する問いが

避けられないテーマとなりつつあります。「HCI」の実現に向けて、AI 時代における人と AI の最適な協

働関係を考えるには、まず人が果たすべき価値を明確化することが不可欠です。そのような中、当社では

「人と AI がそれぞれ担うべき価値と役割」をテーマとした調査を実施しました。 

 

【調査結果サマリ】 

・ 人が担うべき業務として「顧客との関係構築（50.8％）」が最多。次いで「最終的な意思決定（49.8％）」 

・ 人と AI が対等に協働するために必要なことは「信頼性や透明性の向上（46.9％）」が最多 

・ AI エージェントに期待する役割は「ルーティン業務の自動化・効率化（43.9％）」が最多 

・ AI エージェント導入による働き方の変化として「業務効率が上がる（42.2％）」が最多 

 

【調査概要】 

■人が担うべき業務は「顧客との関係構築（50.8％）」が最多 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AI 時代でも人が担うべき領域とは？ 

「顧客との関係構築（50.8％）」が最多に 

AI エージェントに期待する役割は「ルーティン業務の自動化・効率化（43.9％）」 



 

「人が担うべきだと思う業務はどれですか？」という設問に対して、「顧客との関係構築（50.8％）」が

最多でした。次いで「最終的な意思決定（49.8％）」と、回答者の約半数が、企業の信頼形成や意思決定

といった核心領域は AI では代替できず、人に任せるべきだと考えていることが判明しました。 

 

■人と AIが対等なパートナーになるために必要なことは「信頼性や透明性の向上（46.9％）」が最多 

「人と AI が対等なパートナーとなるために、何が必要だと思いますか？」という設問に対して、「信頼

性や透明性の向上（46.9％）」が最多でした。次いで「データプライバシーとセキュリティの確保（42.8％）」

となりました。また「AI 活用に向けた適切な教育・研修（31.6％）」「パーソナライズされた柔軟な導

入（27.1％）」など、人と AI の協働を支えるための環境整備の必要性も一定数指摘されています。 

 

■AIエージェントに期待する役割は「ルーティン業務などの自動化・効率化（43.9％）」が最多 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「AI エージェントにどのような役割を期待しますか？」という設問に対して、「ルーティン業務などの

自動化・効率化（43.9％）」が最多で、次いで「自律的な情報収集・分析支援（34.1％）」となりまし

た。一方で「顧客対応やコミュニケーションのサポート（16.4％）」が最も少ない回答となりました。 



 

■AIエージェント導入による働き方の変化として最も多かったのは「業務効率の向上（42.2％）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「AI エージェントが職場に導入された場合、あなたの働き方はどう変わると思いますか？」という設問

に対して、最も多かった回答は「業務の効率が上がる（42.2％）」でした。次いで「業務量が減る

（23.8％）」や「意思決定に専念できる（23.0％）」「より創造的な業務に集中できる（20.7％）」 

など、ポジティブな変化を期待する回答が一定数ありました。 

一方で、「管理業務が増える（12.2％）」「役割があいまいになる（9.8％）」といった懸念も一定数

見られました。 

 

【アドバンスト・メディアの見解】 

今回の調査結果から、AI 活用が進む中で「関係構築」「意思決定」「創造的な業務」といった人ならで

はの価値の発揮がこれまで以上に重視されていることが明らかになりました。AI エージェントを筆頭に、

AI は日々進化を続けていますが、対人コミュニケーションや責任を伴う高度な判断などの領域は、依然

として「人ならではの強み」として期待されていると考えられます。 

また、AI と対等に協働するために「信頼性や透明性の向上（46.9％）」が最も必要とされた点や、導入

による働き方の変化として「業務効率が上がる（42.2％）」が最多となった点から、AI を排除する対象

ではなく、「信頼できれば活用したい存在」として捉える傾向が強まっていることが読み取れます。 

こうした結果から、AI は人の仕事を奪う存在ではなく、人が本来発揮すべき価値の創出に集中できる環

境を整える「パートナー」として受け止められはじめていることが浮き彫りになりました。 

 

 アドバンスト・メディアでは、人とキカイの自然なコミュニケーションという当社のビジョン「HCI

（Human Communication Integration）」の実現を目指し、今後も新しいソリューションや顧客サー

ビスの提供に力を入れてまいります。 

 

【調査概要】 

調査期間：2025 年 12 月 1 日（月）～3 日（水） 

調査対象：・20～60 代  

     ・ビジネスパーソン（正社員）  

 - 従業員 50 名以上の民間企業勤務 - 役職：非管理職／管理職／役員／経営者   

     ・公務員（非管理職／管理職） 

調査方法：外部機関によるインターネット調査 



 

回答者数：1,000 名 

調査詳細：下記の URL より、第一弾の調査結果を確認できます。 

     https://www.advanced-media.co.jp/newsrelease/11391/ 

【参考情報】 

■AIを活用した AmiVoice 製品について 

アドバンスト・メディアでは、AI 音声認識 AmiVoice とその他の AI 技術を組み合わせた各種製品を提

供しています。 

・コンタクトセンター向け AI 音声認識ソリューション 

「AmiVoice Communication Suite（アミボイス コミュニケーション スイート）」詳細 

https://www.advanced-media.co.jp/lp/communication-suite/ 

・AI音声認識 文字起こし支援アプリケーション「ScribeAssist（スクライブアシスト）」詳細 

https://voxt-one.advanced-media.co.jp/service/scribeassist/ 

・クラウド型文字起こしサービス「ProVoXT（プロボクスト）」 

https://voxt-one.advanced-media.co.jp/service/provoxt/ 

・AIを活用しリアルタイムで商談を支援する次世代型の営業支援ソリューション  

「AmiVoice SalesAgent（アミボイス セールスエージェント）」詳細 

https://salesboost.advanced-media.co.jp/salesagent/ 

・AIを活用し効率的な営業トレーニングを実現する 

「AmiVoice RolePlay（アミボイス ロールプレイ）」詳細 

https://salesboost.advanced-media.co.jp/roleplay/ 

・マウス機能に AI音声認識 AmiVoice と生成 AI を連携したアプリ 

「AmiVoice トークマウス（アミボイス トークマウス）」詳細 

https://www.advanced-media.co.jp/products/service/talkmouse/ 

 
以上 

■アドバンスト・メディアについて 

代 表 者 : 代表取締役会長兼社長 鈴木 清幸 

本 社 : 東京都豊島区東池袋 3-1-1 サンシャイン 60 42F 

U R L : https://www.advanced-media.co.jp/ 

設 立 : 1997 年 12 月 

資 本 金 : 69 億 3031 万円（18,392,724 株）（2025 年 12 月末現在） 

事 業 内 容 : ◆AmiVoice を組み込んだ音声認識ソリューションの企画・設計・開発を行う「ソリューション事業」 
◆AmiVoice を組み込んだアプリケーション商品をライセンス販売する「プロダクト事業」 

◆企業内のユーザーや一般消費者へ AmiVoice をサービス利用の形で提供する「サービス事業」 

1997 年に設立。Interactive Systems, Inc.（米国）と日本語音声認識 AmiVoice を共同で開発し事業化。2005 年には、

音声認識専業の企業として初の東京証券取引所マザーズ市場（現：グロース市場）に上場し、音声認識事業で日本で初め

て通年ベースで黒字化を達成しています。 

「HCI（Human Communication Integration）の実現」をビジョンに掲げ、人が機械に自然に意思を伝えられる「ソフ

トコミュニケーションの時代」を拓くべく、音声認識ソフトウェア・クラウドサービス市場シェア No.1（出典：合同会社

ecarlate「音声認識市場動向 2025」）の音声認識 AmiVoice を主軸にした事業を展開。会議、医療、コールセンター、建

設・不動産、物流・製造などの領域特化型エンジンとして、幅広いシーンで活用されています。 

https://www.advanced-media.co.jp/ 

【本件のお問い合わせ】 

報道関係 

経営推進本部 広報チーム 

・TEL：03-5958-1307 
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